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宗谷教職員組合 
 
〒  稚内市緑２丁目４－２１ 宗谷教育会館 

 

「宗谷情報」 Ｎｏ．８ 平成２７年９月１４日発行 
発行責任者：髙 一伸 

宗
谷
教
職
員
組
合
第
49

回
中
央

委
員
会
を
、
９
月
５
日
に
開
催
。
憲

法
と
平
和
を
守
る
取
り
組
み
や
、
へ

き
地
級
地
を
守
る
取
り
組
み
…
と
、

緊
急
の
行
動
が
め
ま
ぐ
る
し
か
っ
た

半
年
間
の
組
合
づ
く
り
を
確
か
め
合

い
ま
し
た
。
各
支
部
で
組
合
活
動
が

豊
か
に
動
い
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ら

れ
る
中
央
委
員
会
に
な
り
ま
し
た
。

各
支
部
か
ら
の
発
言
が
と
て
も
豊
か

各支部の発言から 
「うちの支部で独自に集まる機会を大切にしています」（利尻・利尻富士） 

「全国教研に行って、とっても勉強になりました」（浜頓別・豊富） 

「若者の集い、よかった！来年はどこでやるのか楽しみです」（礼文・中頓別） 

「組合の必要性を実感して、『支部』を作りました」（幌延） 

「管内の教職員として母女をはじめとした“つどい”の力を実感してがんばっています」（枝幸） 

「臨教部学習会で組合員が増えて、分会ではケーキで歓迎したそうです」（猿払） 

「へき地級地を守る取り組みをみんなでがんばっています」（豊富・稚内） 

 

で
し
た
。 

各
支
部
の
発
言
か
ら
、「
み
ん
な
が

組
合
に
集
い
、
が
ん
ば
っ
て
い
る
」

と
い
う
こ
と
を
お
互
い
に
感
じ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
ら
い
い
と
感
じ
る

中
央
委
員
会
と
な
り
ま
し
た
。「
忙
し

い
」
と
か
「
○
○
で
き
な
い
」
と
か

っ
て
い
う
思
考
が
広
が
る
と
、
組
合

づ
く
り
も
お
の
ず
と
元
気
が
な
く
な

り
ま
す
。
意
義
や
本
質
を
確
か
め
合

う
こ
と
、
そ
こ
か
ら
「
ど
ん
な
活
動

が
で
き
る
か
な
」
と
考
え
合
う
こ
と

を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
組
合
活
動
を

進
め
ま
し
ょ
う
。 

も
う
す
ぐ
、
各
市
町
村
で
９
月
定
例
議
会
が

行
わ
れ
ま
す
。
管
内
で
数
多
く
の
「
へ
き
地
級

地
を
守
る
た
め
の
議
会
請
願
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

１
学
期
末
に
は
豊
富
・
稚
内
支
部
が
組
合
独
自

の
活
動
と
し
て
地
域
署
名
・
街
頭
署
名
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
少
し
で
も
、
宗
谷
の
へ
き
地
性

を
正
し
く
反
映
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
教
育
関

係
者
が
力
合
わ
せ
を
し
て
い
ま
す
。 

そ
ん
な
中
、
級
地
が
引
き
下
げ
ら
れ
そ
う
に

な
っ
て
い
る
学
校
が
あ
り
ま
す
。「
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
」
と
い
う
要
素
の
算
定
に
関
わ
っ
て

で
す
。
こ
の
６
年
間
で
、
ホ
ー
マ
ッ
ク
ニ
コ
ッ

ト
が
生
鮮
食
品
を
販
売
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
利
尻
島
や
檜
山
の

奥
尻
島
で
級
地
が
下
げ
ら
れ
る
学
校
が
生
ま
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
離

島
の
厳
し
い
自
然
環
境
が
正
し
く
反
映
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

利
尻
町
・
利
尻
富
士
町
で
は
、
町
へ
き
対
と
し
て
緊
急
に
議
会
請
願
に
取

り
組
む
こ
と
に
し
た
そ
う
で
す
。
宗
谷
教
組
と
し
て
も
道
教
組
を
通
し
て
、

道
教
委
に
対
し
て
利
尻
の
教
育
環
境
を
訴
え
る
予
定
で
す
。 

 

あなたの目で、 
歴史の節目を確かめて！ 
９月１９日に稚内支部がアピール行動 

  

「戦争反対！」を訴えている全国的なたたかいは、

９月１４日に山場を迎えるといわれています。そうし

た中で、安全保障関連法案の審議が佳境に入り、９月

１６日には強行採決がされる見通しという報道があ

ります。宗谷教組では、与党国会議員に対する抗議Ｆ

ＡＸの取り組みをしています。ある分会では、多くの

先生がすぐに書いてくれました。ほとんど書いてくれ

たんじゃないかな。あんまり集まらないかなと思って

いたのですが、嬉しくも予想がはずれました。その中

の1人の先生が 「やっぱりみんな腹立ててるんだよ。

普段は話題にならないけど。その分たまってるんじゃ

ない？」と話してくれた…といいます。 

稚内支部では、こうした情勢をふまえて９月１９日に

アピール行動を計画しています。この節目から、憲法

と平和を守る取り組みをどんどん広げましょう。 

 

 

稚内支部「戦争法案反対アピール活動」 
９月１９日（土）１６：００ 

◆稚内東小前を出発、４０号を南駅まで行進 

（雨天決行） 

◆稚内支部が独自に計画した取り組みです。

◆町村の各支部からの参加もＯＫ 
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第２回 利尻編・幌延編 

理科の授業を複式で行うことを学校研

究に据え、授業づくりや子どもたちが学

ぶ環境について研究を深めている仙法志

小学校。研究を進めている中谷先生にお

話をお聞きしました。 

 

「理科を研究主題に…」という挑戦 
以前は、一般的に複式の授業というと、

いわゆる「Ａ／Ｂ年度」方式で、学年が違

っても子どもたちは同じ学習内容を学ん

でいました。しかし、最近では、複式学級

でも、学年に合わせた学習をするように

なってきています。仙小では、こうした背

景から、教職員が分担し合って単式での

授業を行ってきたといいます。教職員の

異動があったりする中、複式授業のあり

方を考える中で、「へき複大会は理科

で！」と２年前に確かめ合ったそうです。 

 

複式の理科の授業って？ 
「あまり前例のない複式理科の研究を

手探りで進めることに難しさはあるが、

系統性を踏まえながら 1 年間の単元配列

を工夫することで、子どもたちにとって

の学びの深まりもある」と中谷先生。 

聞くと、５・６年生では特に系統性によ

る学びの深まりがあるといいます。 

例えば、５年生の「流れる水のはたら

き」と、６年生の「地層」の学習。 

６年生は５年生が学ぶ様子から、「あ、

昨年勉強したっけ」となり、５年生は６年

生も自分たちと同じように、水で土を流

している様子から「なんか似ている勉強

しているなぁ。どんな勉強なんだろう」と

見通しをもったりもできるそう。 

ちなみに、３・４年生でも、活動場所を

合わせることで、学習が機能的になるよ

う工夫をしているそうです。 

 

学校として 

指導計画を整備して… 
仙小では、学校として単元配列や各時

間ごとの指導計画を作っているそうで

す。観察や実験の時間を確実にずらすこ

とが、あらかじめ指導計画で考えられて

いるとのこと。実際に授業をする際に

は、間接指導になる学年がしっかりと活

動できるための配慮や、そのために子ど

もたちが主体的に考えられるような「わ

たし方」を工夫しているそうです。 

 

理科を切り口に 

学校づくりを進めて 
「先進的な

理科の研究」で

はなく、「理科

の授業を切り

口に、複式の授

業づくりを勉

強しています」 

という学校研究…と中谷先生。 

学校として、理科の授業だけでなく、

学びの環境づくりや、学力を支える生活

力の向上にも取り組んでいる仙法志小

学校。仙小で「複式をはじめて担当する」

という先生も多いそうです。そうした中

で、子どもたちのために知恵を出し合

い、学校づくりをしている先生方の様子

が伝わってきました。 

 

 

国語の『読むこと』の授業を公開する問

寒別小学校。へき複大会で公開する学校

研究は３年計画で、今年は３年次とのこ

と。１年生担任の経塚先生と、３・４年生

担任の森川先生にお話を伺いました。 

 

ひとり学びでも、 

これなら深く考えられる！ 
現在の学校研究を取り組んできた中

で、少人数の子どもたちがいかにして考

えを深められるかを考えてきたそうで

す。ひとり学級の場合でも、自分の考え以

外に触れたり、考えを深める方法として

「学級の仲間」による様々な思考ができ

る仕組みを取り入れているそう。『えっ、

ひとりなのに仲間！？』と思う、そこに工

夫がありました。授業では、様々な思考を

する「架空の友達」がして、思考を深める

手助けをするとのこと。学校研究を続け

てきた中で、全学年で浸透し、さらには

「としおくんはいっつもいい加減で」と

本当の友達のように性格も意識しながら

の活動になったりもすると授業中のエピ

ソードを経塚先生が教えてくれました。 

 

わたりを上手に活用する 

「ＡＢワンセット方式」 
３・４年生の授業は複式授業になるた

め、「わたり」で自学になる際の学びを高

めるため「ＡＢワンセット方式」の授業を

取り入れます。昨年の中頃から、先進的な

研究を取り入れて挑戦しているとのこ

と。例えば、「教科書をしっかり学ぶ時間

（Ａ）と関連図書を自分で学ぶ時間（Ｂ）

をとる」ような学習を「ＡＢワンセット方

式」といい、教科書教材の学びを自分で選

んだ本の読みに生かす時間を確実に確保

できたりするそうです。問寒別でも自力

で解決できる力の育成につながっている

と森川先生がお話してくれました。 

 

 

 

の
か
な
？
」
っ
て
思
い
ま
せ
ん
で
し
た

か
？ 

―
―
―
き
っ
と
、
思
っ
た
方
も
少

な
く
な
い
は
ず
。
本
部
で
も
そ
ん
な
話
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
世
論
を
敏
感

に
感
じ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
職
業
で
あ
る

国
会
議
員
の
良
心
に
響
く
も
の
は
あ
る
と

思
う
の
で
す
。
一
枚
一
枚
に
目
を
通
さ
な

く
て
も
「
こ
ん
な
に
届
い
て
る
」
と
い
う

実
感
に
は
つ
な
が
る
は
ず
。 

◆
稚
内
支
部
が
19

日
に
街
頭
宣
伝
ア
ピ

ー
ル
行
動
を
し
ま
す
。
宗
谷
教
組
本
部
と

し
て
、
稚
内
市
議
会
に
「
戦
争
法
案
」
廃

案
を
求
め
る
議
会
請
願
に
取
り
組
み
ま
し

た
（
詳
細
は
次
号
で
）。
こ
う
し
て
運
動
が

広
が
っ
て
い
く
こ
と
が
、
大
事
な
ん
だ
と

思
い
ま
す
。
こ
う
し
て
、
国
民
主
権
・
民

主
主
義
を
確
か
め
合
う
節
目
に
な
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。『
教
え
子
を
再
び
戦
場
に
送

ら
な
い
』
た
め
の
具
体
的
な
た
た
か
い
を

し
て
い
く
節
目
に
な
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。 

◆
宗
谷
の
秋
は
学
び
が
い
っ
ぱ
い
。
な
い

と
う
が
若
い
こ
ろ
、
「
学
び
愛
フ
ェ
ス
タ

と
、
母
女
と
、
教
職
体
は
行
く
も
ん
だ
」

と
先
輩
か
ら
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
宗

谷
の
先
生
方
が
懸
命
に
準
備
し
て
い
る
秋

の
様
々
な
取
り
組
み
。
み
ん
な
で
参
加
し
、

参
加
で
き
な
く
て
も
た
く
さ
ん
激
励
し
ま

し
ょ
う
！ 

 
 

 
 

 
 

 
 

(n
aity

)  

 

 

◆
国
会
審
議
が
大
詰

め
。
本
部
で
は
、
み
な
さ

ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

「
抗
議
Ｆ
Ａ
Ｘ
」
を
少

し
ず
つ
手
分
け
し
て
、

国
会
議
員
に
送
信
し
て

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
は
、

「
こ
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
国
会

議
員
は
読
ん
で
く
れ
る


